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相続財産清算人って？
１ 相続財産清算人とは

相続人の存在・不存在が明らかでないと

き（相続人全員が相続放棄をしたことにより

結果的に相続する者がいなくなった場合も含

む）に，家庭裁判所に相続財産清算人の選

任を申し立てることができます。

以前は，相続財産「管理人」との名称で

したが，令和５年４月１日施行の改正民法に

より，名称が相続財産「清算人」となりまし

た。

２ 相続財産清算人が選任される具体例

相続財産清算人の選任を申し立てる目的

としては，①債権の回収，②特別縁故者で

あると主張する者が相続財産の分与を受け

たい場合，③被相続人を含む共同相続人間

で遺産分割協議を行いたい場合などがありま

す。

最近では，マンションに居住する人が増え

たこともあり，相続人が不存在となるマンショ

ンの割合が増加しており，管理費や修繕積

立金の回収を目的として，マンションの管理

組合が申立人となるケースも増加しているよ

うです。

その他，被相続人が生前，居住していた

物件の賃貸人が，その明け渡しを求めるた

めに申し立てることもあります。

３ 申立てに必要な費用

相続財産清算人を申し立てるに当たり，収

入印紙や郵便切手の他，予納金が必要とな

る場合もあります。

例えば，相続財産の内容からして，相続

財産清算人の報酬を含む清算費用の財源が

見込めない場合です。

清算費用の財源が見込めない場合とは，

例えば，相続財産の中に，現金や預貯金等

が全くなく，それ以外の財産が担保権の設

定された不動産であるような場合や不動産の

共有持分しかないような場合等です。

ただし，申立て段階で判明していなかった

預貯金の存在が管理の途中で判明した場合

等，相続財産清算人の報酬を含む清算費用

の財源を確保できた場合には，清算終了前

の段階で，事案に応じ，予納金が還付され

ることがあります。

４ 手続きの流れ

相続財産清算人が選任された後の大まか

な流れは，①相続財産清算人選任及び相続

人捜索の公告（期間は６か月以上），②①が

公告されたのち，債権者・受遺者への請求

申出の公告及び催告（期間は２か月以上，

①の公告期間満了までに②の公告の期間が

満了するように公告します），③①の期間満

了後，特別縁故者に対する相続財産分与の

申立てがされることがあります（①の期間の

満了後、３か月以内に請求する必要がありま

す），④報酬付与審判の申立，⑤残余財産

の国庫帰属です。

相続財産清算人は，選任された後，適宜

被相続人の財産及び債務等の調査，換価，

債務の弁済等を行います。

５ 最後に

相続財産清算人の申立てをすべきか否か，

費用の点を含め検討する必要があります。

弊所では，相続財産清算人選任の申立て

についてのご相談もお受けしておりますの

で，まずはお気軽にご相談ください。

執筆 弁護士 林 揚子
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【士業限定】顧問弁護士サービス『弁護士プラス』月額5,500円
先生方の業務に、弁護士のちからをプラスしてみませんか？ 私たち弁護士法人ナラハでは、士業の先生方

限定で、月額 5,500 円（税込み）の顧問弁護士サービス『弁護士プラス』を提供しております。（通常の顧問

弁護士サービスは、月額 38,500円～）。『弁護士プラス』をご契約いただくと、対面はもちろん、電話でのご相

談が可能です。対面（事務所相談）限定にはなりますが、先生方の関与先様の法律相談（先生のご同行必要）

なども追加料金なしで対応させていただきます。ぜひ、導入をご検討ください！

【サービス内容】

①対面、電話による法律相談、②先生方の関与先様に対する法律相談（対面限定、先生のご同行必要）、

③先生の従業員様に対する法律相談（対面限定）、④先生ご自身がご契約者である契約書のチェック、

⑤ニュースレター送付 など 御問合わせ：info@naraha-law.jp TEL/0742-81-3323

令和３年９月にスタートした弁護士法人ナラハは、おかげさまで設立５

年目を迎えました。現在所属弁護士は６名。事務所の場所も、昨年４

月に奈良商工会議所会館へ移転しました。ナラハの注力分野は【企業

法務】【相続】【離婚】！ これからも、所員全員、質の高いリーガル

サービスを提供し皆様にご満足いただけるよう、研鑽に努めてまいりま

す。今後とも、どうぞよろしくお願い申し上げます ！

代表弁護士 田辺美紀

〒631-0824 奈良市西大寺南町8番33号奈良商工会議所会館1階
TEL 0742-81-3323 FAX 0742-81-3324（奈良弁護士会所属）

ニュースレター不要の場合 送付停止 E-mail : info@naraha-law.jp

おかげさまで ナラハ は５年目へ！
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